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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１無線基地局配下のセル及び第２無線基地局配下のセルを用いてキャリアアグリゲー
ションを行うことができるように構成されている移動局であって、
　各無線基地局、各セル或いは各ＲＲＣメッセージの優先度を管理するように構成されて
いる優先度管理部と、
　前記第１無線基地局及び前記第２無線基地局からＲＲＣメッセージが受信された場合に
、前記優先度に基づいて、該ＲＲＣメッセージを処理するように構成されている処理部と
を具備することを特徴とする移動局。
【請求項２】
　前記優先度管理部は、前記移動局がアイドル状態から接続状態に遷移した際に最初に接
続した無線基地局の優先度を他の無線基地局の優先度よりも高くするように構成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の移動局。
【請求項３】
　前記優先度管理部は、アンカー無線基地局の優先度を他の無線基地局の優先度よりも高
くするように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の移動局。
【請求項４】
　前記アンカー無線基地局は、移動管理ノードとの間で制御信号用コネクションが確立さ
れている無線基地局であることを特徴とする請求項３に記載の移動局。
【請求項５】



(2) JP 6227908 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

　前記アンカー無線基地局は、前記移動局のプライマリセルが設定されている無線基地局
であることを特徴とする請求項３に記載の移動局。
【請求項６】
　前記優先度は、各無線基地局によって送信された報知情報によって通知されるように構
成されていることを特徴とする請求項１に記載の移動局。
【請求項７】
　前記優先度管理部は、前記報知情報によって前記優先度が通知されていない場合には、
デフォルト無線基地局として設定されている無線基地局の優先度を他の無線基地局の優先
度よりも高くするように構成されていることを特徴とする請求項６に記載の移動局。
【請求項８】
　前記優先度は、各無線基地局からの個別シグナリングによって通知されるように構成さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の移動局。
【請求項９】
　前記優先度は、前記キャリアアグリゲーションを設定する際に送信されるセカンダリセ
ル追加メッセージによって通知されるように構成されていることを特徴とする請求項８に
記載の移動局。
【請求項１０】
　前記優先度は、各ＲＲＣメッセージによって通知されるように構成されていることを特
徴とする請求項８に記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のＲｅｌｅａｓｅ-１０方式にお
いて、「ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ」を維持しつつ、２０ＭＨｚを超える
広帯域通信を実現する制御として、ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）が
導入された。
【０００３】
　ＣＡでは、複数のＣＣ（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を束ねて通信を行い、
高スループットを実現することができる。
【０００４】
　しかしながら、ＬＴＥのＲｅｌｅａｓｅ-１０方式におけるＣＡ（「Ｉｎｔｒａ-ｅＮＢ
　ＣＡ」）では、図４に示すように、「束ねるＣＣは、同一の無線基地局ｅＮＢ配下でな
ければならない」という制約がある。
【０００５】
　このため、通信事業者が、かかるＣＡを行いたい場合には、常に、ＣＣが、同一無線基
地局ｅＮＢ配下になるようにネットワーク配置（Ｎｅｔｗｏｒｋ　ｄｅｐｌｏｙｍｅｎｔ
）を行わなければならず、柔軟なネットワーク配置が難しいという問題点があった。
【０００６】
　かかる問題点を解決するために、ＬＴＥのＲｅｌｅａｓｅ-１２方式以降の「ＳＣＥ（
Ｓｍａｌｌ　Ｃｅｌｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）」における技術の１つとして、図５に
示すように、異なる無線基地局ｅＮＢ配下のＣＣを束ねてＣＡを行う「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮ
Ｂ　ＣＡ」の導入が検討されている。
【０００７】
　図６（ａ）に示すように、既存の「Ｉｎｔｒａ-ｅＮＢ　ＣＡ」では、ＲＲＣ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージは、常に１つの無線基地局ｅＮＢ
から送信されるように構成されている。
【０００８】
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　これに対して、図６（ｂ）に示すように、「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」において、各
無線基地局ｅＮＢが、それぞれＲＲＣメッセージを送信することが検討されている（例え
ば、非特許文献１参照）。
【０００９】
　例えば、各無線基地局ｅＮＢ専用のコンフィグレーション（例えば、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リソースや、ＳＲＳリ
ソース等）の設定や変更を行うためのＲＲＣメッセージは、各無線基地局ｅＮＢから移動
局ＵＥに対して直接送信されることが想定される。
【００１０】
　したがって、移動局ＵＥは、異なる無線基地局ｅＮＢから異なるＲＲＣメッセージを同
時に受信する可能性があることが想定される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書Ｒ２-１３１６７３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ここで、移動局ＵＥが、異なる無線基地局ｅＮＢから異なるＲＲＣメッセージを同時に
受信した場合、移動局ＵＥの実装（例えば、移動局ＵＥのＣＰＵ処理量やメモリのような
物理的な能力等）によっては、複数のＲＲＣメッセージをパラレルに処理できない可能性
がある。
【００１３】
　かかる場合、移動局ＵＥにおいて、同時に受信された複数のＲＲＣメッセージのうち、
どのＲＲＣメッセージを優先的に処理するかは、移動局ＵＥのインプリマターとなる。
【００１４】
　したがって、かかる移動局ＵＥでは、優先度の高いＲＲＣメッセージを優先的に処理で
きないため、移動局ＵＥの接続性に関するような重要なコンフィグレーションの設定が遅
延する可能性があり、接続性の観点から好ましくない状況が発生し得るという問題点があ
った。
【００１５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　
ＣＡ」が行われている場合において重要なコンフィグレーションの設定が遅延するという
事態を回避することができる移動局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の第１の特徴は、第１無線基地局配下のセル及び第２無線基地局配下のセルを用
いてキャリアアグリゲーションを行うことができるように構成されている移動局であって
、各無線基地局、各セル或いは各ＲＲＣメッセージの優先度を管理するように構成されて
いる優先度管理部と、前記第１無線基地局及び前記第２無線基地局からＲＲＣメッセージ
が受信された場合に、前記優先度に基づいて、該ＲＲＣメッセージを処理するように構成
されている処理部とを具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように、本発明によれば、「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」が行われている
場合において重要なコンフィグレーションの設定が遅延するという事態を回避することが
できる移動局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
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【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動局の動作を示すフローチャートである。
【図４】従来技術を説明するための図である。
【図５】従来技術を説明するための図である。
【図６】従来技術を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００２０】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信シス
テムであって、図１に示すように、無線基地局ｅＮＢ＃１と、無線基地局ｅＮＢ＃２とを
具備している。
【００２１】
　本実施形態に係る移動通信システムでは、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃１配下の
セル及び無線基地局ｅＮＢ＃２配下のセルを用いて「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」を行う
ことができるように構成されている。
【００２２】
　図２に示すように、本実施形態に係る移動局ＵＥは、受信部１１と、ＲＲＣメッセージ
処理部１２と、優先度管理部１３とを具備している。
【００２３】
　受信部１１は、無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線基地局ｅＮＢ＃２から各種情報を受信す
るように構成されている。
【００２４】
　例えば、上述の「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」が行われている場合には、受信部１１は
、無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線基地局ｅＮＢ＃２の双方から、ＲＲＣメッセージを受信
するように構成されている。
【００２５】
　ＲＲＣメッセージ処理部１２は、所定の優先度に基づいて、かかるＲＲＣメッセージを
処理するように構成されている。
【００２６】
　ここで、かかる優先度は、各無線基地局ｅＮＢに対して設定されている無線基地局ｅＮ
Ｂの優先度であってもよいし、各セルに対して設定されているセルの優先度であってもよ
いし、各ＲＲＣメッセージに対して設定されているＲＲＣメッセージの優先度であっても
よい。
【００２７】
　また、かかる優先度は、「Ｈｉｇｈ」/「Ｌｏｗ」の２種類であってもよいし、「１」
～「Ｎ」というＮ種類であってもよい。
【００２８】
　例えば、ＲＲＣメッセージ処理部１２は、無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線基地局ｅＮＢ
＃２の双方から受信した２つのＲＲＣメッセージのうち、無線基地局ｅＮＢの優先度が高
い方のＲＲＣメッセージを処理した後に、無線基地局ｅＮＢの優先度が低い方のＲＲＣメ
ッセージを処理するように構成されている。
【００２９】
　優先度管理部１３は、上述の優先度を管理するように構成されている。例えば、優先度
管理部１３は、かかる優先度として、予め決められている優先度を管理するように構成さ
れていてもよいし、ネットワークから通知された優先度を管理するように構成されていて
もよい。
【００３０】
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　また、優先度管理部１３は、移動局ＵＥがＲＲＣ_Ｉｄｌｅ状態からＲＲＣ_Ｃｏｎｎｅ
ｃｔｅｄ状態に遷移した際に最初に接続した無線基地局ｅＮＢの優先度を他の無線基地局
ｅＮＢの優先度よりも高くするように構成されていてもよい。
【００３１】
　或いは、優先度管理部１３は、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢの優先度を他の無線基地局ｅＮＢ
の優先度よりも高くするように構成されていてもよい。
【００３２】
　例えば、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢは、移動管理ノードＭＭＥとの間で「Ｓ１-Ｃ　Ｉ/Ｆ」
が確立されている無線基地局ｅＮＢであってもよいし、移動局ＵＥのＰｃｅｌｌが設定さ
れている無線基地局ｅＮＢであってもよい。
【００３３】
　また、上述の優先度は、各無線基地局ｅＮＢによって送信された報知情報によって通知
されるように構成されていてもよい。
【００３４】
　ここで、優先度管理部１３は、上述の報知情報によって上述の優先度が通知されていな
い場合には、デフォルト無線基地局ｅＮＢとして設定されている無線基地局ｅＮＢの優先
度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高くするように構成されていてもよい。
【００３５】
　また、上述の報知情報に、上述の優先度として所定情報（例えば、「Ａｎｙ」）が設定
されている場合には、ＲＲＣメッセージ処理部１２は、上述の優先度に基づくＲＲＣメッ
セージの処理（優先制御）を行わないように構成されていてもよい。
【００３６】
　また、上述の優先度は、各無線基地局ｅＮＢからの個別シグナリングによって通知され
るように構成されていてもよい。
【００３７】
　例えば、上述の優先度（例えば、セカンダリセルの優先度）は、ＣＡを設定する際に送
信される「Ｓｃｅｌｌ　ａｄｄｉｔｉｏｎメッセージ」によって通知されるように構成さ
れていてもよい。
【００３８】
　或いは、上述の優先度（例えば、ＲＲＣメッセージの優先度）は、各ＲＲＣメッセージ
によって通知されるように構成されていてもよい。
【００３９】
　以下、図３を参照して、本実施形態に係る移動通信システム、具体的には、本実施形態
に係る移動局ＵＥの動作について説明する。
【００４０】
　図３に示すように、移動局ＵＥは、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ＃１
からＲＲＣメッセージを受信すると共に、ステップＳ１０２において、無線基地局ｅＮＢ
＃２からＲＲＣメッセージを受信すると、ステップＳ１０４において、上述の優先度に基
づいて、ＲＲＣメッセージを処理する。
【００４１】
　具体的には、無線基地局ｅＮＢ＃１の優先度が無線基地局ｅＮＢ＃２の優先度よりも高
い場合、無線基地局ｅＮＢ＃１配下のセルの優先度が無線基地局ｅＮＢ＃２配下のセルの
優先度よりも高い場合、或いは、無線基地局ｅＮＢ＃１から受信したＲＲＣメッセージの
優先度が無線基地局ｅＮＢ＃２から受信したＲＲＣメッセージの優先度よりも高い場合、
移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃１から受信したＲＲＣメッセージを処理した後に、無
線基地局ｅＮＢ＃２から受信したＲＲＣメッセージを処理する。
【００４２】
　一方、無線基地局ｅＮＢ＃２の優先度が無線基地局ｅＮＢ＃１の優先度よりも高い場合
、無線基地局ｅＮＢ＃２配下のセルの優先度が無線基地局ｅＮＢ＃１配下のセルの優先度
よりも高い場合、或いは、無線基地局ｅＮＢ＃２から受信したＲＲＣメッセージの優先度
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が無線基地局ｅＮＢ＃１から受信したＲＲＣメッセージの優先度よりも高い場合、移動局
ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃２から受信したＲＲＣメッセージを処理した後に、無線基地
局ｅＮＢ＃１から受信したＲＲＣメッセージを処理する。
【００４３】
　また、移動局ＵＥは、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ＃１からＲＲＣメ
ッセージを受信せず、ステップＳ１０３において、無線基地局ｅＮＢ＃２からＲＲＣメッ
セージを受信すると、ステップＳ１０５において、無線基地局ｅＮＢ＃２から受信したＲ
ＲＣメッセージを処理する。
【００４４】
　また、移動局ＵＥは、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ＃１からＲＲＣメ
ッセージを受信し、ステップＳ１０２において、無線基地局ｅＮＢ＃２からＲＲＣメッセ
ージを受信しないと、ステップＳ１０５において、無線基地局ｅＮＢ＃１から受信したＲ
ＲＣメッセージを処理する。
【００４５】
　さらに、移動局ＵＥは、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ＃１からＲＲＣ
メッセージを受信せず、ステップＳ１０３において、無線基地局ｅＮＢ＃２からＲＲＣメ
ッセージを受信しない場合、本動作は、終了する。
【００４６】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００４７】
　本実施形態の第１の特徴は、無線基地局ｅＮＢ＃１（第１無線基地局）配下のセル及び
無線基地局ｅＮＢ＃２（第２無線基地局）配下のセルを用いて「Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢ　Ｃ
Ａ（キャリアアグリゲーション）」を行うことができるように構成されている移動局ＵＥ
であって、各無線基地局ｅＮＢ、各セル或いは各ＲＲＣメッセージの優先度を管理するよ
うに構成されている優先度管理部１３と、無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線基地局ｅＮＢ＃
２からＲＲＣメッセージが受信された場合に、上述の優先度に基づいて、かかるＲＲＣメ
ッセージを処理するように構成されているＲＲＣメッセージ処理部１２とを具備すること
を要旨とする。
【００４８】
　かかる特徴によれば、所定の優先度に基づいて、異なる無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線
基地局ｅＮＢ＃２から受信した異なるＲＲＣメッセージを処理するため、「Ｉｎｔｅｒ-
ｅＮＢ　ＣＡ」が行われている場合において重要なコンフィグレーションの設定が遅延す
るという事態を回避することができる。
【００４９】
　本実施形態の第１の特徴において、優先度管理部１３は、移動局ＵＥがＲＲＣ_Ｉｄｌ
ｅ状態（アイドル状態）からＲＲＣ_Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態（接続状態）に遷移した際
に最初に接続した無線基地局ｅＮＢの優先度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高く
するように構成されていてもよい。
【００５０】
　かかる特徴によれば、接続性の担保の観点から重要な役割を果たすと考えられる上述の
無線基地局ｅＮＢの優先度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高くことで、「Ｉｎｔ
ｅｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」が行われている場合において重要なコンフィグレーションの設定が
遅延するという事態を回避することができる。
【００５１】
　ここで、重要なコンフィグレーションとしては、具体的には、移動局ＵＥのｍｅａｓｕ
ｒｅｍｅｎｔに関するものや、レイヤ２リセットや、セキュリティ更新等が考えられる。
【００５２】
　例えば、移動局ＵＥは、下りリンクにおける品質を監視し、常に最適なセルに接続する
必要がある。したがって、このような品質監視に関する設定は、移動局ＵＥと無線基地局
ｅＮＢとの間の接続性に関わるため、常に優先される必要がある。
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【００５３】
　また、移動局ＵＥと無線基地局ｅＮＢとの間でレイヤ２の状態不一致が発生する場合、
無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥのレイヤ２の状態をリセットして、レイヤ２の状態を一
致させるためのＲＲＣメッセージを通知する（そうでなければ、データの送受信が不通と
なる）。したがって、このようなレイヤ２リセットに関する設定は、ベアラのデータ疎通
に関わるため、優先される必要がある。
【００５４】
　さらに、無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥとの通信中に、接続時間が所定期間を超過し
た場合や、コアネットワークからの指示によりセキュリティ鍵を更新する処理を行う。し
たがって、このようなセキュリティ更新に関する設定は、ユーザデータやシグナリング信
号の秘匿性や完全性を保つために、優先される必要がある。
【００５５】
　本実施形態の第１の特徴において、優先度管理部１３は、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢ（アン
カー無線基地局）の優先度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高くするように構成さ
れていてもよい。
【００５６】
　かかる特徴によれば、接続性の担保の観点から重要な役割を果たすと考えられるＡｎｃ
ｈｏｒ-ｅＮＢの優先度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高くことで、「Ｉｎｔｅ
ｒ-ｅＮＢ　ＣＡ」が行われている場合において重要なコンフィグレーションの設定が遅
延するという事態を回避することができる。
【００５７】
　本実施形態の第１の特徴において、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢは、移動管理ノードＭＭＥと
の間で「Ｓ１-Ｃ　Ｉ/Ｆ（制御信号用コネクション）」が確立されている無線基地局ｅＮ
Ｂであってもよい。
【００５８】
　本実施形態の第１の特徴において、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢは、移動局ＵＥのＰｃｅｌｌ
（プライマリセル）が設定されている無線基地局ｅＮＢであってもよい。
【００５９】
　これらの特徴によれば、接続性の担保の観点から重要な役割を果たすと考えられる無線
基地局ｅＮＢを、Ａｎｃｈｏｒ-ｅＮＢとすることができる。
【００６０】
　本実施形態の第１の特徴において、上述の優先度は、各無線基地局ｅＮＢによって送信
された報知情報によって通知されるように構成されていてもよい。
【００６１】
　かかる特徴によれば、無線リソースを有効に活用して、移動局ＵＥに対して、上述の優
先度を通知することができる。
【００６２】
　本実施形態の第１の特徴において、優先度管理部１３は、上述の報知情報によって優先
度が通知されていない場合には、デフォルト無線基地局ｅＮＢとして設定されている無線
基地局ｅＮＢの優先度を他の無線基地局ｅＮＢの優先度よりも高くするように構成されて
いてもよい。
【００６３】
　かかる特徴によれば、上述の報知情報によって優先度が通知されていない場合であって
も、移動局ＵＥは、適切にＲＲＣメッセージを処理することができる。
【００６４】
　本実施形態の第１の特徴において、上述の優先度は、各無線基地局ｅＮＢからの個別シ
グナリングによって通知されるように構成されていてもよい。
【００６５】
　かかる特徴によれば、移動局ＵＥごとに、上述の優先度の設定を変えることができる。
【００６６】
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　本実施形態の第１の特徴において、上述の優先度は、ＣＡを設定する際に送信される「
Ｓｃｅｌｌ　ａｄｄｉｔｉｏｎメッセージ（セカンダリセル追加メッセージ）」によって
通知されるように構成されていてもよい。
【００６７】
　かかる特徴によれば、ＣＡを設定する際に、既存のメッセージを活用して、Ｓｃｅｌｌ
の優先度を設定することができる。
【００６８】
　本実施形態の第１の特徴において、上述の優先度は、各ＲＲＣメッセージによって通知
されるように構成されていてもよい。
【００６９】
　かかる特徴によれば、ＲＲＣメッセージごとに、上述の優先度の設定を変えることがで
きる。
【００７０】
　なお、上述の移動局ＵＥや無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２の動作は、ハードウェア
によって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールに
よって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００７１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００７２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥや無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２内に設けられていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして移動
局ＵＥや無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２内に設けられていてもよい。
【００７３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００７４】
ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２…無線基地局
ＵＥ…移動局
１１…受信部
１２…ＲＲＣメッセージ処理部
１３…優先度管理部
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